
金
融
経
済
教
育
の
さ
ら
な
る
展
開
へ

等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
出
張
授
業
を

無
料
で
行
っ
て
い
る
。
講
義
内
容
は
、
年
齢
層

別
に
最
低
限
身
に
付
け
る
べ
き
金
融
リ
テ
ラ
シ

ー
を
体
系
的
に
整
理
し
た
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

・
マ
ッ
プ
」
に
沿
っ
た
も
の
で
、
幅
広
く
基
礎

的
な
講
義
を
提
供
し
て
い
る
。
講
義
で
用
い
る

標
準
講
義
資
料
は
内
容
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
努
め
て
い
る
。
昨
今
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
た
投
資
詐
欺
の
被
害
が
後
を
絶
た
な

い
が
、
こ
う
し
た
金
融
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
も
非

常
に
重
要
な
テ
ー
マ
だ
。

　

第
２
の
柱
は
、
個
別
相
談
事
業
で
あ
る
。
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
定
着
に
は
、
講
義
を
聞
く
だ

け
で
は
な
く
、
自
ら
の
状
況
に
即
し
た
行
動
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
電
話
や
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
無
料
相
談
体
験
、
電
子

ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
有
料
相
談
の
利
用
促
進
な
ど
、

利
用
者
が
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
制
度
を
充

実
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
主
要
事
業
を
支
え
る
の
が
中

立
・
公
正
な
「
Ｊ－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
認
定
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
だ
。
Ｊ－
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
で
は
、
有
効
な
資

格
と
一
定
の
実
務
経
験
を
有
す
る
個
人
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
認
定
・
公
表
し
て
い
る
。
す

で
に
全
国
に
１
３
０
０
人
を
超
え
る
人
材
を
擁

し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
増
強
に
努
め
て
い
く
。

　

今
年
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
さ
ら
に
広
げ
、

Ｊ－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
を
社
会
に
よ
り
広
く
周
知
さ
せ

る
た
め
、
能
動
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
力
を

注
い
で
い
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信

を
活
用
し
た
情
報
発
信
、
企
業
や
自
治
体
と
の

連
携
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
受
け
身

の
対
応
だ
け
で
な
く
、
金
融
庁
を
は
じ
め
各
省

庁
と
連
携
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
学
び
と
相

談
の
機
会
を
届
け
る
こ
と
が
今
年
挑
む
大
き
な

目
標
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
で
は
、
次
期
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
た
検
討
が
開
始
し
た
。

金
融
経
済
教
育
に
関
す
る
記
載
の
拡
充
に
つ
い

て
、
Ｊ－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
と
し
て
も
働
き
か
け
て
い

く
。

　

金
融
経
済
教
育
は
、
将
来
の
資
産
形
成
や
生

活
設
計
に
直
結
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

国
民
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
質
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
私
た
ち
は
引
き
続
き
、
金
融
機
関
や

教
育
機
関
、
自
治
体
、
さ
ら
に
は
地
域
社
会
の

多
様
な
関
係
者
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
全
国
に

学
び
と
相
談
の
場
を
届
け
て
い
く
。
設
立
２
年

目
を
迎
え
た
今
こ
そ
、
新
た
な
実
績
を
積
み
重

ね
、
金
融
経
済
教
育
の
普
及
と
定
着
に
い
っ
そ

う
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
読
者
や
金
融
機
関
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
、
今

後
と
も
Ｊ－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

２
０
２
４
年
４
月
に
金
融
経
済
教
育
推
進
機

構
（
Ｊ－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）
が
設
立
さ
れ
、
２
年
目

を
迎
え
た
。
官
民
一
体
で
立
ち
上
げ
た
金
融
庁

所
管
の
認
可
法
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
全
国
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
シ
ニ
ア
層
ま
で
、
幅
広
い
世

代
に
向
け
て
金
融
経
済
教
育
の
学
び
の
場
を
提

供
し
て
き
た
。
昨
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、

学
校
や
企
業
、
自
治
体
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
で
の
出
張
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
さ
ら

に
は
個
別
相
談
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
多
面
的

に
事
業
を
展
開
し
、
一
定
の
手
応
え
が
得
ら
れ

た
。
一
方
、
認
知
度
の
向
上
や
利
用
実
績
の
拡

大
な
ど
が
課
題
で
、
今
年
は
さ
ら
に
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
る
。

　
Ｊ－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
主
要
事
業
は
大
き
く
二
つ

あ
る
。
第
１
の
柱
は
、
講
師
派
遣
お
よ
び
イ
ベ

ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
事
業
で
あ
る
。
学
校
を
は
じ

め
企
業
や
官
公
庁
の
職
域
、
公
民
館
・
図
書
館

金
融
経
済
教
育
推
進
機
構

理
事
長

安
藤
聡
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